




はじめに
生死の境を彷徨うこと数度、お陰様で無事に中学

校を卒業できるように成った。高校に行ける家庭環
境ではなかったので、中学校を卒業して料理関係に
就職しようと思っていた。

母が、「高校は行きなさい。」と言って担当の先生
と相談している。
両親にも運は降りてきていた。父には自動車教習学校の指導教官、簡

易郵便局の開設、母には村長より学校の教諭などの話が来ていたが、姑
が全て断っている。運が微笑みかけてきたが返せないでいた。

米と麦の収穫では食べていけないので、母は、父（母の父）が開発し
た「吉川みかん」の苗をわけて貰いミカン栽培にかえた。父は、免許取
得は早かったので、建設会社の専用運転手に勤めだした。
高校では、進学は頭にないので、授業は決して休まなく、授業以外で

は本は開かなかった。就職進学の面接では、就職を考えていたが、周り
が全員進学するので、配付された冊子にあった産経新聞を配達して夜間
大学に通うと思っていると、話したところ、その先生はすぐに母に伝え
ている。

母は、私に「大学に行きたいのか」と聞いた。勉強はしてきていない
し、大半の大学は試験は終わっていると言うと、浪人させる余裕はない
と言って担当の先生と相談している。「大学は何処でんよかとね。」と聞
くと、「何処でんよか、人間形成の場でありお前しだいたい。」と言った。
仕送りできないので、収入確保の仕事を変えた。

仕送りと言っても月５千円である。家内は朝夕付
のアパート代とは別に毎月６万円貰っていた。

島原手延そうめんの製造業者となる。少しずつ
余裕が出てきたが生活は昔のままである。

夏休みに手延素麺の製造の手伝いをしながら、
製造工程を写真に撮り、父や母に聞きながらコメントを入れていった。

小麦粉・デンプン・塩・水・天日干し・老成物（ひねもの）・麺のこし
・茹で方・製造機械・器具・容器などに詳しくなり、おおよその質問に
答えられるように成ったので、ＮＨＫに知人が多くなってきた。

この麺が多くの著名人を呼び込んでくれた。
母と、麺と、メモと、パソコンが人生を支え

てくれた。ローマ教皇に島原手延素麺を献上、
何年後にはローマ教皇に謁見、スウェーデン議
会主催のオンブズマン制度創設２００周年記念
式典＆晩餐会にご招待を受けて出席し謁見した。
平成天皇には行幸行啓産品を、令和天皇には２
度拝謁しました。また、受章は、総務庁統計局
長からはじまり、令和７年春の叙勲で３１回目と成ります。中学校や高
校でも成績は一番ビリでしたので、同窓生が不思議がります。

これまで、多くの事業やイベントを発案し実行してきました。現在も
継続されているものにスターターとして関わっています。今も事業の端
々に私が関わった足跡や功績が残っています。



◆ 役 職 等 ◆
●昭和５０年 音楽事務所の作曲部
●日本メロディ詩作人会議 議長
●昭和５３年 商社を退社しクラリオングループ総本社の販売促進部

・九州地区営業統括本部・九州陸上無線協会設立初代理事
●昭和５８年 工業統計調査員
●平成 ２年 有家町保育園保護者会連絡協議会 会長
●長崎県保健環境推進員：有家町環境美化推進員：有家町保健環境推進員
●メンテック２１創造開発会議 事務局長
●有家町技おこしグループ 事務局長
●有家町商工物産振興会設立 事務局長（１０年間）
■２００１年 総務大臣委嘱 総務省 行政相談委員
■新製品開発アドバイザー
●アンデス生物食文化研究所（長寿の食材と食）
■南島原市個人情報審議会 委員長（１７年間）
■平成１９年４月 日本オンブズマン学会 学会員
■ＮＰＯ法人「障害者自立支援センタ」顧問
■ＮＰＯ法人「障害者就労支援センタ」相談役
●平成２５年 法務省 人権擁護委員 人権講演スタート
●平成２５年 長崎まるごと物産館代表
●木村農園（農業）代表
●一般社団法 人しんらい長崎 理事
●２８年人権研修 学校におけるパワハラとその対応 ありえコレジヨホール
●平成２９年 長崎行政相談委員協議会 会長
●平成３０年 島原人権擁護委員協議会 会長
●平成３０年 長崎県人権擁護委員連合会 連合副会長
◆令和元年 地域リーダー養成講師に就任（全国２５人・大学教授８人）
●令和５年 九州行政相談委員連合協議会連合会長
●令和５年 公益社団法人 全国行政相談連合協議会
■日本オンブズマン学会 学会員
◇ International public Ombudsman（国際オンブズマン）
★所属学会（国内）：日本オンブズマン学会（本部：東京行政管理研究センター）

（JOS）Japanese Association For Ombudsman Studies

★研究登録（国外）：国際オンブズマン協会（本部：オーストリア・ウィーン）
（IOI）International Ombudsman Institute

★研究登録（国外）：アジアオンブズマン協会（本部：パキスタン・イスラマバード）
（AOA）Asian Ombudsman Association（Islamabad Pakistan）

●２０２５年 長崎行政相談委員協議会会長（退任）
●２０２５年 九州行政相談委員連合協議会連合会長（退任）
●２０２５年 公益社団法人 全国行政相談連合協議会（退任）
●２０２５年７月 要保護児童対策地域協議委員
●２０２５年８月 福祉計画等策定委員



受賞・受章歴
★総務庁統計局長
★長崎県知事賞
★総務省 長﨑行政評価事務所長
★長崎県知事
★創業支援大会（中小企業庁中小企業大学入校）学長賞（最優秀賞）
★九州管区行政評価局長
★全国行政相談委員連合協議会長
★南島原警察署長
★南島原市交通安全協会長
★長崎県警察本部長

★長崎県交通安全協会長

★南島原市表彰 地方自治功労
★総務大臣
★藍綬褒章受章（石田総務大臣より伝達）皇居豊明殿にて天皇陛下に拝謁

・お言葉を賜る。
★全国人権擁護委員連合会長
★法務省人権擁護局長
★内閣総理大臣
★法務大臣
★春の叙勲瑞宝双光章：皇居（春秋の間）にて天皇陛下に拝謁・お言葉を賜る。
（他に１２面）



第１号から第３８号の主な表紙

第１号（７８頁）昭和５６ ★長寿食材を求めての旅 ★北欧の風に吹かれて ★南欧の風に・ポルトガル

年：商業集積のスタート 南米紀行 北欧紀行 ・イタリア・バチカン

★日本と世界のオンブズマ

ン★第一法規：４０７０円

有家一店逸品蔵めぐり ★島原手延素麺を３分 ★オンブズマンとは ；全国書店やネットで。（私

で食される開発品 も、ちょこっと書いています。）

★地域振興ビジョン策 ★地域資源を活用して 第３４号 春の褒章 第３５号 自分史

定（街づくりの提案） の起業化の試み 藍綬褒章受章記念 最初・ひとりだけに拘った人生

第３６号人生の道草（両親の歴史） 第３７号 内閣総理大臣受彰記念 第３８号 法務大臣受彰記念

＊人生を支えてくれた母を中心に記 便利帳 1200 部配付（現在も配布中） 「暮らしのベンリングノート｣

述。私は受験勉強する必要がなかっ ＊生存中に快適に過ごすことこそが ＊小中高社会人の世代に沿った人

た。休まず出席しメモは取った。 大切と考え、提案しています。 権中心に実施した講演内容を列記。



詳細は下記をご覧ください。
●昭和２６年９月１１日 母と出会う。

●昭和４６年４月 麺と出会う

●昭和４７年４月 処女詩集「もっこうの唄」

●昭和５０年５月 音楽事務所の作曲部に籍を置く。日本メロディ詩作人会議 議長

●昭和５３年：商社を退社しクラリオングループ総本社の販売促進部

・九州地区営業統括本部・昭和５４年：九州陸上無線協会設立初代理事

・大型店舗出店問題が有家と愛野で今日まで継続する。

●昭和５６年：ワープロ・パソコンと出会う。

●昭和５７年処女小説「女比（はは）なる眩暈）」

●中小企業庁・中小企業大学入校に通算1年在籍（起業化プレゼンで学長賞を受賞）

●昭和５８年４月 工業統計調査員

●第１回有家町産業まつり開催

●荒川ばってんお笑いショウ

●川中美幸歌謡 ショウ

●梅沢富美男劇団

●吉本新喜劇

●長山洋子歌謡ショウ

●ハワイ訪問

●平成元年☆長崎ひょうたん栽培研究所

☆農業（ニンニク・ひょうたん）

●平成２年4月 有家町保育園保護者会連絡協議会 会長

●平成３年５月１８日

熊本県牛深市の旅館で街づくりで単独懇談（元ＮＨＫ 鈴木健二氏）

●平成４年ファンタジック○遊戯響和國設立

産業まつりの夕べ・ふれ愛コンサート

●９年：地域経済振興対と商店街活性化事業

●５月９日遺跡文化事業街おこし事業（スペインとの交易担当）

●１０年１１月：ハイブリッド輪状二層麺をローマ法王に献上・セビリア大聖堂に献呈・ス

ペインセビリア市長及び商工会議所会頭に贈呈

●同時に４少年遣欧使節団と銅版画復刻記念と献上にて版画展等の礎をつくる

●１２月：長崎県保健環境推進員：有家町環境美化推進員：有家町保健環境推進員

●地元の若手後継者を町の協力を得て先進地視察を繰り返す。

●地域後継者先進地視察研修（揖保・小豆島）

●メンテック２１創造開発会議局長（揖保研修）

●有家町技おこしグループを組織して既存商品の改良と新製品の開発

●有家町商工物産振興会を設立して運営し全国より注文を貰う。（１０年間）

●１１年４月：世界初の即席カップ冷やしそうめんと即席カップあったか有家そうめん開発

■即席カップ麺が著名人に愛される。山本華世さん・梅宮辰夫さん・料理研究家・そして多

くの芸能人に広がる。

●１３年４月：地域資源等活用型起業化等事業

・地域経済振興対策事業（集合店舗）：有家町情報化検討委員（ＩＴ化検討委員）

■総務大臣委嘱 総務省 行政相談委員

■南島原市くらしの総合行政相談所開設（夜に開催／第２・第４木曜日）所長

■むらおこし白書：官民一体となった手延そうめん振興事業への取り組み

■有家町産業祭りを変更して第１回ありえ浜んこらまつり開催（マリンパークありえ）

■職場体験■総合的学習時間ＧＴ（ゲストＴ）

■池袋サンシャインコンベンションホールにて即席麺と特殊麺と機能麺を試験販売すると商

社や卸問屋寄りの大量の引き合いや技術の移転

●長寿食の日本の第一人者 永山久夫先生との出会い

■新製品開発アドバイザー

●１４年：緊急雇用と地域経済振興対策事業

■｢あなたの意見が生かされる｣のホームページ を立ち上げる。（パソコン用）

●３年：スマホ用のホームページ作成しアップ



■第３３回長崎県特産品新作展優秀賞（知事賞）

■ふるさと振興奨励賞「地域産物を生かし顔の見える産地をめざして」

■海の記念にて（ハウステンボス迎賓館）

行幸行啓産品に指定

■国内食材調査後に１５年１月南米にて食材調査南米・シンガポール・マカオ・マレーシア

・香港・台湾・ハワイ・韓国・中国（北京・上海）・ベトナム・カンボジア・台湾・タイ・イ

タリア・バチカン・ポルトガル・スウェーデンなど

●海外で撮影した写真を教科書会社に無償にて譲る。社会科の教科書に商工業全般を記述。

●アンデス生物食文化研究所（長寿の食材と食）
国内国外を調査して永山久夫先生に資料を渡す。（ラジオ・テレビ・新聞・大学での講義の資料）

●１６年４月：長崎県商店街再発見支援事業を受けてありえ一店逸品蔵めぐりスタート

■めざましテレビ・福岡や佐賀や熊本のテレビＮＨＫ・ＮＢＣ・ＫＴＮ・ＮＩＢ・ＮＣＣ・

かぼちゃテレビ・ひまわりテレビ・ＦＭ島原・日経新聞・食糧新聞・朝日新聞・長崎新聞・

島原新聞・毎日新聞・西日本新聞・読売旅行・るるぶ・週間朝日（あらゆる報道媒体に出演）

●平成９年より１８年までの１０年間、プレゼンを繰り返して毎年助成金を受けて各種事業

に取り組んできた。

●１８年小規模事業者新事業全国展開支援事業

（むらおこし・わざおこし・まちおこし）

■南島原市個人情報審議会 委員長（１７年間）

■８商工会合併して南島原市商工会と成る。

■１９年４月日本オンブズマン学会 学会員

■ＮＰＯ法人「障害者自立支援センタ」顧問

■ＮＰＯ法人「障害者就労支援センタ」相談役

■２１年：オンブズマン制度創設２００周年記念式典＆晩餐会にご招待を受け出席（国王と

王妃ご臨席：ストックホルム市庁舎青の間）

●２２年１月 出前教室スタート

■２４年：天正遣欧少年使節の足跡を辿る旅・ポルトガルエヴィラ市表敬訪問

・ローマ教皇（法王）に謁見・イタリアキエーティ市表敬訪問

●２５年４月 人権講演スタート

●２５年 長崎まるごと物産館代表

●農業代表

●一般社団法人しんらい長崎理事

●２５年 法務省 人権擁護委員

●２８年：人権研修 学校におけるパワハラとその対応 ありえコレジヨホール

●２９年 長崎行政相談委員協議会 会長（令和７年退任）

●３０年 島原人権擁護委員協議会 会長

●３０年 長崎県人権擁護委員連合会連合副会長

◆令和元年 地域リーダー養成講師に就任（全国２５人・大学教授８人）

●４年：ねむの木に「啄木鳥」巣を作る

●令５年九州行政相談委員連合協議会連合会長（令和７年退任）

●令５年公益社団法人 全国行政相談連合協議会（令和７年退任）

☆随時研究登録

◇アジアオンブズマン学会（イスラマバード）

◇国際オンブズマン学会（ウィーン）

●天皇陛下に拝謁（２回）

●ローマ法王に島原手延そうめんを献上

●ローマ法王謁見

●スウェーデン国王謁見

■日本オンブズマン学会創立１０周年記念書籍

「日本と世界のオンブズマン」に執筆。

●受章毎の記念誌／暮らしのベンリングノート（３９冊目）

さらに詳細は下記をご覧ください。



（更新日：２０２５．０９．１１）

Profile ＆ Public voluntee
年 月 日 概 要

昭和２６年０９月１１日 ★母と出会う

昭和４６年 ４月 ★麺と出会う

昭和４６年 ６月 博多天神の喫茶「照和」でチューリップの前座で演奏していたリグビー親し

くなりギターを習い覚え叩くようになる。処女詩作曲「小さな自分が見える」

昭和４７年 ４月 処女詩集「もっこうの唄」

昭和５０年 ５月 １日 音楽事務所の作曲部に籍を置く／日本メロディ詩作人会議 議長

昭和５２年 ４月 １日 商社を退社しクラリオングループ総本社販売促進部・九州地区営業統括本部

昭和５３年 韓国訪問

昭和５４年 ４月 九州陸上無線協会設立委員・初代理事／現在の九州総合通信局

昭和５６年 １月３１日 クラリオン株式会社退社

２月 １日 有家町商工会に勤務（中小企業経営指導員）暁星会本部会長

ワープロ・パソコンに出会う

４月 １日 シンガポール・香港・マカオ・マレーシア・中国訪問

昭和５７年１２月 １日 処女小説「女比（はは）なる眩暈（めまい）」

１１月 １日 中小企業庁・中小企業大学入校

昭和５８年 ４月 １日 工業統計調査員

１１月 １日 第１回有家町産業まつり開催（米の消費拡大の相談を中川さんより受けて、

イベントを提案してスタートさせた。）

ハワイ訪問

昭和５９年１１月 日 荒川ばってんお笑いショウ

昭和６０年１１月 日 川中美幸歌謡ショウ

昭和６２年 ９月 １日 中小企業庁・中小企業大学入校

昭和６３年 ６月 １日 総合対策特別推進委員会 委員長

平成 元年 ４月 １日 長崎ひょうたん栽培研究所設立

青森にんにく・ジャンボにんにく栽培開始

平成 ２年 ４月 １日 恵光保育園保護者会 会長（平成５年３月までの３年間）

有家町保育園保護者会連絡協議会 会長（５園）

平成 ３年 ５月１８日 熊本県牛深市の旅館で街づくりで単独懇談（元ＮＨＫ 鈴木健二氏）

平成 ４年 ７月 １日 ファンタジック○遊戯響和國設立・代表

１１月 １日 産業まつりの夕べ・ふれ愛コンサート

平成 ７年１０月 １日 中小企業庁・中小企業大学入校

平成 ８年 ４月 １日 長崎県知事委嘱 長崎県政モニター委員

９年 ４月 １日 ■地域経済振興対策事業／商店街活性化事業

５月 ９日 ■遺跡文化事業街おこし推進員（スペインとの交易担当）

１２月 １日 ■有家町環境美化推進員

４月 １日 ■地域経済振興対策事業■地域ビジョン策定事業■商店街活性化事業

１０年 ■地域後継者先進地視察研修（揖保・小豆島）

５月 １日 ■長崎県南高地区商工会広域指導協議会 会長

■長崎県経営指導協議会 理事

■長崎県広域指導協議会連合会 理事

■全国経営指導協議会 委員

６月 １日 ■メンテック２１創造開発会議 事務局長（揖保地方研修）

１０月 １日 ■長崎県保健環境推進員■有家町保健環境推進員

１１月 1 日 ■総務庁・長崎県知事委嘱 個人企業経済調査委員

１２月２１日 ■ハイブリッド輪状二層麺をローマ教皇に献上・セビリア大聖堂に献呈・ス

ペインセビリア市長及び商工会議所会頭に贈呈する。同時に４少年天正遣欧

使節団と銅版画復刻版の教皇献上にて、現在の版画展の礎をつくる。

１１年 ４月 １日 ■技おこし事業を受けて有家町技おこしグループを組織して既存商品の改良

と新製品の会春

■地域商業工業振興事業（地域振興券）

■世界初の即席カップ冷やしそうめん開発（ひやしめん）

１１月１１日 ■即席カップ有家そうめん開発（あったかめん）

全国より取材を受けて、梅宮辰夫さん・山本華世さん・料理研究家など著

名人に広がる。

■有家町商工物産振興会を設立して各種の補助金や助成金を受けてスタッフ

の採用や NEW 麺の開発。



４月 １日 ■有家町広域連携等地域振興対策事業

１２年 ■地域経済振興対策事業（手延素麺振興）

８月 １日 ■中小企業庁・中小企業大学入校

１３年 ４月 １日 ■地域資源等活用型起業化等事業

■地域経済振興対策事業（集合店舗）

2 0 0 1 ■有家町情報化検討委員（ＩＴ化検討委員）

年 ６月 １日 ■総務大臣委嘱 総務省 行政相談委員

■南島原市くらしの総合行政相談所開設（第２・第４木曜日）所長

■｢あなたの意見が生かされる｣のホームページを立ち上げる。

８月 １日 ■むらおこし白書 官民一体となった手延そうめん振興事業への取り組み

１０月 １日 ■第１回ありえ浜んこらまつり開催（マリンパークありえ）

１０月１６日 有家町産業祭りから若者向けのイベントに変身（夏開催）

１１月２３日 ■職場体験／■総合的学習時間ＧＴ

■池袋サンシャインコンベンションホール

■全国商工会連合会長賞を受賞■新製品開発アドバイザー

★長寿食の第一人者の永山久夫先生夫婦と出会う

１４年 ４月 １日 ■緊急雇用対策事業■地域経済振興対策事業

■第３３回長崎県特産品新作展優秀賞・長崎県知事賞

１１月 １日 ■ふるさと振興奨励賞「地域産物を生かし顔の見える産地をめざして」

■海の記念にて（ハウステンボス迎賓館）行幸行啓産品に指定

１５年 １月２５日 ■南米にて長寿食材調査■アンデス生物食文化研究所設立

４月 １日 国内外の長寿食材を調査して永山先生に資料を渡してテレビ・ラジオ・新

聞雑誌で紹介して貰う。

■地域商業工業振興事業■商工会地域活性化対策事業

■職場体験■総合的学習時間ＧＴ

◆吉本新喜劇

１６年 ４月 １日 ■長崎県商店街再発見支援事業を受けて「ありえ一店逸品蔵めぐり」をスタ

ート／福岡・佐賀・熊本・長崎・地元のマスコミの取材を受ける。

１０月 １日 ■地域商業工業振興事業

■中国（北京・上海）にて食材調査

◆梅沢富美男劇団

１月２５日 ■ベトナムにて食材調査

１７年 １月３０日 ■カンボジアにて食材調査

2005 ３月 ８日 ■教科指導用ソフト｢地理探検ナビ｣に南米のチチカカ湖浮島ウロス島の写真

をはじめ現地で撮影した写真を提供

４月 １日 ■長崎県商店街再発見支援事業

■地域経済振興対策事業

■有家町合併記念事業(長山洋子さん）

７月２５日 ■台湾にて食材調査

０８月０１日 ■中小企業庁中小企業大学入校■創業支援大会で最優秀賞及び大学長賞受賞

１８年 ４月 １日 ■小規模事業者新事業全国展開支援事業

2006 むらおこし・わざおこし・まちおこし、これまでやってきたおこしの集大

１１月 ５日 成事業（地元から五蔵から全国に発信）

■南島原市個人情報審議委員

■タイにて食材調査

２月 １日 ■ビックサイトに出展

商社から大量の引き合い。食品問屋より技術の譲渡要請

１９年 ４月 １日 ■日本オンブズマン学会 学会員

2007 ◇ International public Ombudsman（国際オンブズマン）

９月１１日 ★所属学会（国内）：日本オンブズマン学会（本部：東京行政管理研究センター）

（JOS）Japanese Association For Ombudsman Studies

１１月１１日 ★研究登録（国外）：国際オンブズマン協会（本部：オーストリア・ウィーン）

（IOI）International Ombudsman Institute

★研究登録（国外）：アジアオンブズマン協会（本部：パキスタン・イスラマバード）

（AOA）Asian Ombudsman Association（Islamabad Pakistan）
■８商工会が合併して南島原市商工会と成る。

即席麺など NEW 麺を開発して本来の島原手延そうめんの広告塔にして、

産地拡大に貢献。「即席麺でもこんなに旨いなら、湯がいて食する島原手延

そうめんはさらに旨いはず」との評価を頂いた。既存の組織を解散、２００



７年３月まで１０年間で億を超える助成を頂き、その何倍ものの経済的効果

を達成させた。

■特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）「障害者自立支援センター」最高顧問

■特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）「障害者就労支援センター」相談役

■総務省 中央研究会出席

２０年 ２月２０日 ■ありえ一店逸品蔵めぐり取材を受ける。最後の取り組み

2008 ２月２１日 ■ＮＨＫ・ＮＢＣ・ＫＴＮ・ＮＩＢ・ＮＣＣ・かぼちゃテレビ・ひまわりテ

レビ・ＦＭ島原の取材と放送／朝日新聞・長崎新聞・島原新聞・毎日新聞・

西日本新聞・読売新聞・食糧新聞・読売旅行・旅行雑誌るるぶ・週間朝日の

取材と掲載（あらゆる報道媒体に掲載や出演）

２月２９日 ■長崎県消費センター通信講座終了証書の受領

４月 １日 ■西有家支所に転任

■くらしの身近な相談の執筆にはいる。

４月２０日 ■日本オンブズマン学会総会総会とシンポジウム（早稲田大学大隈大学院）

０８月０１日 ■総務書機関誌２００８年８号｢季刊 行政相談｣

０９月０１日 ■総務省機関誌２００８年秋号｢石だたみ｣

９月１１日 ■著書「九州・沖縄の力石」高島愼助＜四日市大学・健康科学研究室 高島

愼助教授＞ちから石情報と写真と文書を提供

２１年 ０４月２０日 ■日本オンブズマン学会総会総会とシンポジウム（熊本県立大学法科大学院）

０６月０７日 ■北欧スウェーデン訪問

2 0 0 9 ■オンブズマン制度発足２００周年記念式典

年 ■ストックホルム市庁舎での晩餐会

０８月０１日 ■島原新聞紀行文連載■総務省の「いしだたみ」に掲載

２２年 ０４月１８日 ■日本オンブズマン学会総会総会とシンポジウム（玉川大学法学部）

2010 年 ０４月２０日 ■ NIB にてみしらんガイドの紹介

２３年 ０１月２０日 ■総務省の行政出前教室スタート

０１月３０日 ◆島原新聞掲載（島原翔南高校での出前教室）

2 0 1 1 ０２月０４日 ◆長崎新聞掲載（島原翔南高校での出前教室）

年 ０３月２２日 ■ひまわりテレビで放送

０４月０１日 ■西有家スタンプ会のカード機器新型導入

■翔南高校出張講座

１２月４日～７日 ■南島原市個人情報保護審議会 委員長（１７年間）

■アジアオンブズマン学会（東京）（静岡）

２４年 ０２月１４日 ■島原新聞掲載（長崎県立島原翔南高校での出前教室）

０２月２８日 ■島原新聞掲載（長崎県立口加高校での出前教室）

2012 年 ０４月０１日 ■南島原市商工会組織改革推進室 推進室長 兼 指導監

０４月１４日 ■日本オンブズマン学会総会総会とシンポジウム（明治大学法学部）

０８月０１日 ■天正遣欧少年使節の足跡を辿る旅

ポルトガルエヴィラ市表敬訪問・ローマ教皇（法王）に謁見

イタリアキエーティ市表敬訪問

０８月３０日 ■島原新聞掲載（天正遣欧少年使節の足跡を辿る旅）９回

０９月２２日 ■口之津開港４５０年記念式典

２５年 １月 １日 ■２５年４月より業務内容

2013 年 ３月３１日 ■支所統合に係わる業務の効率化と統一化

４月 １日 ■法務省 人権擁護委員に就任／人権講演スタート

４月 １日 ■南島原市個人情報保護審議会 委員長

■総務大臣委嘱 総務省 行政相談委員

■長崎まるごと物産館 代表

■農業 代表

■一般社団法人 しんらい長崎 理事(役員）

４月１４日 ■第９回日本オンブズマン学会（沖縄国際大学）

５月１３日 ■長崎行政相談委員協議会 監事

５月２２日 ■島原人権擁護委員協議会 監事

２６年 ０４月日 ■第１０回日本オンブズマン学会総会とシンポジウム（立教大学）

2014 年 ■島原人権擁護委員協議会 監事 退任

９月２２日 ■表彰状 南島原警察署長賞

■表彰状 南島原市交通安全協会長賞

１０月８日 ■表彰状 総務大臣

２７年 ４月 １日 ■南島原市個人情報保護審議会 委員長（再任）

2015 年 ４月 １日 ■総務大臣委嘱 総務省 行政相談委員（再任）



４月１９日 ■第１１回日本オンブズマン学会総会とシンポジウム（関西大学）

５月１１日 ■表彰状 長崎県警察本部長賞

５月２６日 ■長崎行政相談委員協議会 副会長

６月１０日 ■島原新聞に副会長就任記事掲載

９月１１日 ■日本オンブズマン学会創立１０周年記念書籍

「日本と世界のオンブズマン」に執筆。

２８年 １月 ３日 ■長崎新聞新春特集 私の抱負

2016 年 １月２８日 ■島原新聞 オンブズマンとは ２月２日まで連載

２月 ９日 ■長崎県立口加高校の出前教室

２月１０日 ■島原家庭裁判所に人権擁護委員として傍聴と研修

２月１２日 ■島原半島行政相談研修会での挨拶（島原市有明町）

３月 ７日 ■新行政相談委員の一般研修（長崎市）講師

３月 ８日 ■アジアオンブズマン学会＆研修会（東京京王プラザホテル）１０日まで

３月１０日 ■南島原市合併１０周年記念式典

３月２９日 ■交通無事故３７年目

４月 １日 ■法務省人権擁護委員 再任

６月１７日 ■南島原市教育委員会よりの依頼（市内小中高の先生）

人権研修 学校におけるパワハラとその対応 ありえコレジヨホール

１０月２８日 ■人権研修 職場におけるハラスメントとその対応 コレジヨホール

１１月１５日 ■平成２８年度行政相談委員第Ⅱ部研修 九州管区行政評価局

２９年 ２月 １日 ■長崎県立翔南高校の出前教室

2017 ２月 ９日 ■長崎県立口加高校の出前教室

４月 １日 ■南島原市個人情報保護審議会 委員長（再任）

４月 １日 ■総務大臣委嘱 総務省 行政相談委員（再任）

４月 １日 ■農事実行組合長就任（市長）

■県南共済組合共済部長

５月２４日 ■島原人権擁護委員協議会 役員に就任

５月２９日 ■長崎行政相談委員協議会 会長に就任

６月 １日 ■九州行政相談委員連合協議会 理事に就任（鹿児島）

６月１２日 ■全国行政相談委員連合協議会総会（東京１３日まで）

６月１４日 ■南島原市長に会長就任報告

７月 ８日 ■榎田釘碕自治会に寄付

１０月１５日 ■南島原市表彰式

１０月１８日 ■人権講演会・人権標語表彰式（司会）

１０月３０日 ■ FM ひまわりラジオ出演

１１月 １日 ■ FM ひまわりラジオ出演

１１月 ４日 ■みそ五郎での人権広報

１１月３０日 ■人権教室 布津小学校

１２月 ４日 ■人権教室・風船打上 新切小学校

■人権教室・風船打上 有家小学校

１２月 ５日 ■人権講演 島原工業高校

１２月１５日 ■人権教室・風船打上 蒲河小学校

３０年 ２月１４日 ■人権擁護委員委員研修会 ザ・マーキーズ

2018 ２月１５日 ■総務省の高校出前教室 教諭 名

２月２８日 ■行政相談委員研修会 ザ・マーキーズ

３月 １日 ■国土交通省人権研修会 雲仙復興事務所

５月２３日 ・島原人権擁護委員協議会 会長就任

６月 ５日 ・佐賀県知事 山口祥義 氏を表敬訪問

６月 ８日 ・長崎県人権擁護委員連合会 副会長就任

６月１８日 ・総務省 総務審議官 若生俊彦氏と再会（全相協・50 周年記念式典）

・日本オンブズマン学会理事長 立教大学教授 外山公美氏と再会

９月 ６日 ・立花所長より電話あり、藍綬褒章

９月１９日 ・赤木課長より須川港の鉄橋の撤去事案問い合わせ

１０月２７日 ・島原高校での同窓会で中村知事に３１年６月に知事室訪問の要望

１０月２９日 ■ FM ひまわりラジオ出演

１１月１２月 ◆加津佐町小学校にて人権集会

１１月１９日 ・南島原市で合同自主権集会（２０日迄）長崎県内の行政相談委員

１２月 ４日 ■人権教室・風船打上 南島原市立大野木場小学校

１２月 ６日 ■人権教室・ 南島原市立小林小学校 １０日風船打上

１２月 ７日 ■人権教室・風船打上 南島原市立深江小学校



３１年 １月１日 ◆地域リーダー養成講師に就任（全国２５人・大学教授８人）

2019 長崎県・広島県など訪問・コロナで中断

令和 １月１６日 ◆人権講演会 １３：３０ 国土交通省

元年 ２月１３日 ◆人権講演会 １４：００ 人権擁護委員

２月２１日 ◆高校出前教室 翔南高校

２月２３日 ◆島原中央高校 卒業式

３月１８日 ◆リーダー養成研修（講師） 長崎県内委員代表者

３月２２日 ◆リーダー養成研修（講師） 中国四国管区評価局管内委員

５月２０日 ＊長崎新聞 春の褒章受章者の紹介

５月２１日 ＊島原新聞 春の褒章受章者の紹介

５月２２日 ＊島原新聞 藍綬褒章を受けるまでの経緯

＊長崎行政相談委員協議会 会長（再任）

５月３０日 ＊藍綬褒章伝達式・石田総務大臣より受章者を代表して章記・褒章を伝達

＊皇居豊明殿にて天皇陛下に拝謁して、お言葉を賜りました。

７月０２日 人権集会（島原支援学校）

９月２８日 ＊藍綬褒章受章祝賀会

１０月１６日 社会福祉施設訪問（加津佐町 大乗苑）

１１月２１日 人権教室とふうせん（野田小・蒲河小・加津佐小・南有馬小・堂崎小・小林

小・口之津小）

１１月２２日 ＊長崎新聞 記念誌の紹介

１２月１０日 人権講演講習会（長崎県立島原工業高校 生徒名と教諭１１８名）

１２月１３日 ＊ NBC ラジオに出演・記念誌の紹介

１２月１５日 ＊島原新聞 記念誌の紹介

１２月１８日 長崎新聞掲載（人権侵害（室温））

１２月１９日 カボチャテレビ取材（人権教室＆ふうせん打上）

2 0 2 0 ０９月１１日 テレビ会議スタート（人権理事会）

令和 １０月２７日１１ 無料なんでも相談会（ありえコレジヨホール）

２年 月２７日 人権教室（野田小学校）

１２月０１日 人権教室＆ふうせん（有馬小学校）南有馬小学校（８日）

１２月０２日 人権教室（ＰＰと動画）初の試み 加津佐小

１２月０８日 人権講演講習会（長崎県立島原工業高校）

１２月１９日 ＺＯＯＭでシンポと総会（日本オンブズマン学会）

2021 １月１０日 雪景色

令和 ２月０２日 総務省の高校出前教室（長崎県立翔南高校 教諭 名）

３年 ３月２２日 九州会長会議（オンライン会議）

３月２６日 スマホ用のホームページ作成してアップ

５月１９日 表彰状 全国人権擁護委員連合会 会長

５月２５日 島原人権擁護委員協議会 会長（再任）

５月２５日 長崎行政相談委員協議会 会長（再任）理事にて選挙

６月２０日 九州行政相談委員連合協議会 副会長に就任

９月２７日 ほかにわ共和国にて人権講演会

１０月２８日 中村県知事表敬訪問（河合局長・森永所長・田中課長）

１１月２５日 島原市立第一中学校 人権作文 表彰状授与式

１２月 １日 南島原市立有家中学校 人権作文 表彰状授与式

１２月 ４日 第４０回全国中学校人権作文コンテスト長崎県大会表彰式並びに朗読会

布津町 世紀の泉

１２月 ６日 西有家小学校 人権の花・じんけん風船（３４１名）長崎新聞掲載

１２月 ７日 加津佐小学校 人権集会（２年目）

１２月 ８日 島原工業高校 人権講演（５年目）９０名

2022 ５月１８日 表彰状 法務省人権擁護局長

島原人権擁護委員協議会 会長（再任）

令和 ５月２６日 長崎行政相談委員協議会 総会

４年 ４月２４日 ねむの木に「啄木鳥：キツツキ」巣を作る。

６月３０日 感謝状 内閣総理大臣

７月１４日 松本市長に受彰報告

１１月２４日 ・合同自主研修会（セントヒル長崎）

内閣総理大臣受彰記念誌｢暮らしのベンリングノート｣配付スタート

１２月３１日 ・記念誌を配付して６００人目となる。



2023 １月３１日 ・記念誌を配付して１１００人目となる。

・島原人権擁護委員協議会 会長（再任）

令和 ・長崎行政相談委員協議会 会長（再任）

５年 ・九州行政相談委員連合協議会 会長に就任

・全国行政相談委員連合協議会 理事

・表彰状 法務大臣

2024 ２月０８日 ・長崎大学病院（１２日迄）

５月１４日 ・大村市で追突される。（全相協理事会・東京出張）

令和 ５月２２日 ・島原人権擁護委員協議会 会長（再任）

６年 ５月３０日 ・島原自動車学校

６月０４日 ・あかつき学園人権講演会（加津佐町）

１０月１３日 ・叙勲受章のお知らせ

１０月２４日 ・叙勲の受章についての聴き取り調査（中尾課長）

１１月１１日 ・合同自主研修（佐世保・１２日まで）

2025 ４月０１日 ・総務省 行政相談委員再任（２年）

４月２９日 ・叙勲受章者告知（新聞・テレビ・ラジオ）・祝電２０通届く

令和 ５月１２日 ・叙勲伝達式と天皇陛下への拝謁

7 年 ５月〇〇日 ・長崎行政相談委員協議会長退任

・ＮＢＣ長崎放送のピントに出演

６月０５日 ・松本市長に受章報告

６月〇〇日 ・九州行政相談委員連合協議会長退任

・全国行政相談委員連合協議会理事退任

６月〇〇日 ・島原新聞に掲載・市の広報誌に掲載

６月２３日 ・ひまわりテレビ出演

７月０１日 ・法務省 人権擁護委員の再任（３年）

・要保護児童対策地域競技委員に就任（２年）

８月１９日 ・福祉計画等策定委員に就任（５年）



◆各種事業の受託

・１９９８／ ４／地域ビジョン策定事業

／ ４／商店街活性化事業

／ ４／地域後継者先進地視察研修

・１９９９／ ４／有家町技おこし事業

・２０００／ ４／有家町広域連携等地域振興対策事業

・２００１／ ４／地域資源等活用型起業化等事業

・２００２／ ４／緊急雇用対策事業

／ ４／地域経済振興対策事業

・２００３／ ４／地域経済振興対策事業

・２００４／ ４／地域経済振興対策事業

・２００５／ ４／地域経済振興対策事業

・ ／ ６／有家町合併記念事業

・ ／１０／長崎県商店街再発見支援事業

・２００６／ ４／小規模事業者新事業全国展開支援事業

／ ４／南島原市商業工業振興事業

・２００７／ ３／ありえ一店逸品蔵めぐりレポート

・２００８／ ３／ありえ一店逸品蔵めぐりの成功までの経緯

・２００９／ ３／指導先経営革新第一号取得

・２００９／ ６／むらおこし補助金

・２０１０／ ３／クレア補助事業

・２０１１／ ３／まちなか活性化事業（８００万円）

◆著書関係
・１９７０年 ４月／沐猴（もっこう）の詩

・１９８２年 ３月／有家町小売商業近代化のための調査報告書

・１９９２年 ３月／有家町商店街活性化構想計画の策定に関する調査報告書

・１９９３年 ３月／有家町勢要覧－情熱対談（町長との対談）

・１９９５年 ３月／２００Ｘ年を造る－未来編

・ ３月／魅力ある組織づくりをめざして

・１９９７年 ３月／有家町商業集積設計事業

・１９９９年 ３月／創業支援に伴う経営改善普及事業のあり方

・ ３月／有家町振興ビジョン策定報告書

・２０００年 ３月／有家町技術創造事業報告書

・２００１年 ３月／有家町手延素麺振興対策事業報告書

・２００２年１１月／地域産物を生かし顔の見える産地をめざして

・ ３月／有家町資源等活用型起業化等事業報告書

・２００４年 １月／南米紀行文発行（母なる食材を訪ねて）

・２００５年 ２月／お困りの時の基礎知識と各種相談先

・ ３月／教科指導用ソフト｢地理探検ナビ｣に写真文書を提供

３月／サイゴンの風に吹かれて

・ ４月／世界の三大長寿食材

・ ２月／お困りの時の基礎知識と各種相談先

５月／即席めんの開発と産地の状況

・ １０月／省エネ学習：地産地消レシピ

１０月／（財）あしたの日本を創る協会 会報誌「アース地球環境」執筆

・２００６年０３月／長崎県商店街再発見支援事業報告書

・２００７年０３月／全国展開支援事業報告書

・２００８年０２月／鍋島藩と手延そうめん

・２００８年０８月／総務書機関誌２００８年８号｢季刊 行政相談｣

・２００８年０９月／総務省機関誌２００８年秋号｢石だたみ｣

・２００８年０９月／九州沖縄の｢ちから石｣

・２００８年１０月／くらしの身近な相談

・２００９年０７月／北欧の風に吹かれて

・２０１０年１２月／苦情救済とオンブズマン

・２０１１年０３月／まちなか活性化事業報告書



・２０１１年０７月／オンブズマンとは（苦情救済とオンブズマン）

・２０１１年０９月／風に吹かれて地球を歩く 発刊

・２０１２年０７月／南欧の風に吹かれて地球を歩く 発刊（ポルトガル・イタリア・バチカン）

・２０１３年０３月／支所統合に係わる業務の効率化と統一化

・２０１４年０４月／受賞記念投稿｢石だたみ｣

・２０１４年０９月／南島原くらしの総合相談小冊子作成

・２０１５年０２月／南島原くらしの総合相談小冊子作成（２７年版）

・２０１５年０９月／日本オンブズマン学会創立１０周年記念書籍

「日本と世界のオンブズマン」に執筆／第一法規：４０７０円

・２０１６年０８月／オンブズマン 世界の流れと魅力 島原新聞シリーズ５号

・２０１７年０１月／はい、こちらは、くらしの相談所の木村です。 島原新聞シリーズスタート

・２０１７年０２月／南島原くらしの総合相談小冊子作成（２９年保存版）

・２０１７年０８月／総務省機関誌２０１７年秋号｢石だたみ｣

・２０１７年０９月／総務省機関誌２０１７年８号｢季刊 行政相談｣

・２０１８年０９月／総務省機関誌２０１８年秋号｢石だたみ｣

・２０１９年０５月／令和元年／春の褒章：藍綬褒章受章記念

／「暮らしの各種相談ガイド」

・２０１９年０９月／総務省機関誌２０１９年秋号｢石だたみ｣

・２０２２年０９月／内閣総理大臣顕彰受彰記念「暮らしの各種相談ガイド」暮らしのベンリングノート

・２０２２年１２月／人生の道草

・ ／自叙伝

・２０２３年０１月／法務大臣受賞記念ベンリングノート３９号

・２０２５年 月／令和７年 春の叙勲：瑞宝双光章受章記念

（執筆中） ／「暮らしのベンリングノート４０号」

◆受賞関係

◆講演講師・研究報告発表・事例報告発表・マスコミ・取材出演
年 月 日 テーマ（課題） 会 場

１９８７年 ０９月０１日 手延そうめんの歴史 講師 東京都

（昭和６２年） 中小企業大学

１９９５年 ０６月１５日 魅力ある組織づくりをめざして 長崎市

（平成０７年）

１９９５年 １０月０１日 産地振興の取り組み 講師 東京都

（平成０７年） 中小企業大学

１９９８年 ０６月０１日 地域後継者先進地視察研修報告会 講師 有家町

（平成１０年） （揖保・小豆島）

２０００年 ０８月０１日 未来食・非常食の開発まで 講師 東京都

（平成１２年） 中小企業大学（５０名）

２００１年 １０月１６日 職場体験と商工業の現状 講師 有家小学校（４０名）

（平成１３年） 多目的ホール

２００５年 ０８月１０日 創業支援プレゼン 講師 福岡県直方市（５０名）

（平成１７年） 中小企業大学

２００８年 １１月１０日 効率的な相談事業の取り組み 講師 長崎県大村市（７０名）

（平成２０年） 講演会 長崎インターナショナルＨ

２０１１年 １月２０日 総務省の出前教室 講師 島原翔南高校

（平成２３年） 講演会 生徒と教諭（１２０名）

２０１２年 ２月１４日 総務省の出前教室 講師 長崎県立口加高校

（平成２４年） 講演会 生徒と教諭（１６０名）

２月２８日 総務省の出前教室 講師 長崎県立島原翔南高校

講演会 生徒と教諭（１２０名）

２月１２日 総務省の出前教室 講師 長崎県立口加高校

２０１３年 講演会 生徒と教諭（１６８名）

（平成２５年） ２月２７日 総務省の出前教室 講師 長崎県立島原翔南高校

講演会 生徒１３９名と教諭

５月１４日 行政相談制度とオンブズマン 講師 島原ホテル南風楼



講演会 企業経営者４３名

２０１４年 １月３１日 総務省の出前教室 講師 長崎県立島原翔南高校

（平成２６年） 講演会 生徒９２名と教諭

２月１０日 総務省の出前教室 講師 長崎県立口加高校

講演会 生徒１７８名と教諭

２月６日 行政相談の身近な事例の紹介 講師 ウエディング石川

２０１５年 講演会 行政相談委員 １５名

（平成２７年） ２月１０日 総務省の出前教室 講師 長崎県立島原翔南高校

講演会 生徒９０名と教諭

３月１３日 中学校の人権問題 講師 西有家カムス

講演会 人権擁護委員１２名

２０１６年 ２月９日 総務省の出前教室 講師 講師 長崎県立口加高校

（平成２８年） 講演会 生徒１７８名と教諭

６月１７日 公立学校教員の人権研修 講師 ハラスメント予防担当者の教

研修会講師 ｢学校におけるパワハラとその対 職員４０名・教育委員会職員

応｣ ありえコレジヨホール

１０月２８日 人権擁護委員の人権研修 講師 委員３０名

研修会講師 ｢職場におけるハラスメントとそ ありえコレジヨホール

の対応｣

１１月１５日 行政相談委員第Ⅱ部研修 委員と局員（４０名）

研修助言者 ｢班別意見交換と助言・活動紹介｣

１２月 １日 人権教室＆紙ふうせん 南島原市立布津小学校

１２月 ７日 人権教室＆紙ふうせん 南島原市立堂崎小学校

１２月 ７日 人権教室＆紙ふうせん 南島原市立飯野小学校

２月 １日 総務省の高校出前教室 講師 長崎県立翔南高校

生徒名と教諭１３０名

２月 ９日 総務省の高校出前教室 講師 長崎県立口加高校

生徒名と教諭１３０名

１０月３０日 生出演 １７時１５分～４５分 FM ひまわりラジオ

１１月 ２日 生出演 ８時１５分～９時 FM ひまわりラジオ

２０１７年 １１月 ４日 人権広報 みそ五郎まつりの会場

（平成２９年） ３０日 人権教室 布津小学校

１２月 ４日 人権教室＆ふうせん 南島原市立有家小学校

４日 人権教室＆ふうせん 南島原市立新切小学校

１５日 人権教室＆ふうせん 南島原市立蒲河小学校

１２月 ５日 人権研修 長崎県立島原工業高校

生徒名と教諭（１３０名）

人権教室＆ふうせん 南島原市立蒲河小学校

２月１４日 人権擁護委員委員研修会 講師 ザ・マーキーズ（３０名）

２０１８年 ２月１５日 総務省の高校出前教室 長崎県立翔南高校 教諭（６０名）

（平成３０年） ２月２８日 行政相談委員研修会 講師 ザ・マーキーズ（２３名）

３月 １日 国土交通省人権研修会 講師 雲仙復興事務所（２５名）

１１月１２日 人権教室 加津佐小学校

１１月１９日 合同自主研修会 南島原市（２０日まで）

１２月 ４日 人権教室＆ふうせん 大野木場小学校

６日 人権教室＆ふうせん 小林小学校

７日 人権教室＆ふうせん 深江小学校

２０１９年 １月１６日 講師：国土交通省人権研修会 雲仙復興事務所（２５名）

（平成３１年） ２月１３日 講師：人権擁護委員委員研修会 ザ・マーキーズ（３０名）

令和元年 ２月２１日 講師：高校出前教室 島原翔南高校（６０名）

３月１８日 講師：リーダー養成研修会 長崎行政監視行政相談センター

３月２２日 講師：リーダー養成研修会 （２５名）

７月０２日 人権集会 中国四国管区行政評価局（４５名）

１０月１６日 島原支援学校

１１月２１日 社会福祉施設訪問 加津佐町 大乗苑（５０名）

１２月１０日 人権教室とふうせん 野田小・蒲河小・加津佐小・南有馬

小・堂崎小・小林小・口之津小・

１２月１３日 人権講演講習会 長崎県立島原工業高校

１２月１８日 生徒名と教諭（１１８名）

１２月１９日 NBC ラジオの取材 行政相談委員の活動



長崎新聞掲載 人権侵害（室温）

カボチャテレビ取材 人権教室

２０２０年 ０９月１１日 テレビ会議スタート 人権

１０月２７日 無料なんでも相談会 ありえコレジヨホール

令和２年 １１月２７日 人権教室 野田小学校

１２月０１日 人権教室＆ふうせん 有馬小学校

南有馬小学校（８日）

１２月０２日 人権教室（ＰＰと動画）初の試み 加津佐小（３０名）

１２月０８日 人権講演講習会 長崎県立島原工業高校（１２０名）

１２月１９日 ＺＯＯＭでシンポと総会 日本オンブズマン学会

２０２１年 ０１月１０日 雪景色

０２月０２日 総務省の高校出前教室 長崎県立翔南高校 教諭（６０名）

令和３年 ０３月２２日 理事会（オンライン会議） 九州会長会議

０９月２７日 人権講演会（職員対象） ほかにわ共和国（１２０名）

１２月０６日 人権教室＆ふうせん 西有家小学校（３４１名）

１２月０８日 人権講演講習会 長崎県立島原工業高校（９０名）

人権教室（ＰＰと動画） 加津佐小（３０名）

２０２２年 ０７月 いじめ問題 長崎県立口加高校（２６７＋３３名）

１０月 職場のハラスメントと対策 島原税務署（２５名）

令和４年 １２月０８日 人権同和教育 長崎県立島原工業高校（１２０名）

人権教室（ＰＰと動画） 加津佐小（３０名）

２０２３年 １０月 職場のハラスメントと対策 島原税務署（２５名）

令和５年 １１月０７日 人権同和教育 長崎県立島原工業高校（１２０名）

人権教室（ＰＰと動画） 加津佐小（３０名）

２０２４年 ０２月 総務省の高校出前教室 ・長崎県立口加高校

令和６年 生徒と教諭１３０名

０６月０４日 ・人権講演会（加津佐町） あかつき学園（５０名）

１２月１０日 ・職場のハラスメントと対策 島原税務署（２５名）

・人権同和教育 長崎県立島原工業高校（８０名）

人権教室（ＰＰと動画） 加津佐小（３０名） 3643 名

２０２５年 ０２月１２日 総務省の高校出前教室 ・長崎県立口加高校

令和７年 生徒と教諭１３０名

０８月２０日 くらしの人権（高齢者と人権） ・有家町高齢者研修センター２０名

２０２６年

令和８年


